
 

岳 風 
＜ 学 校 教 育 目 標 ＞ 

・生活の向上に役立つ学力を身につけよう 

・人と自然を思いやる心を持とう 

・強い身体と正しい心で結び合おう 
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人としての通信簿 

校長 小 林 一 博 

過日、学習状況の途中経過を確認する意味合いを持った前期の通知表が発行されました。 

学習の習得度合いや能力の伸長を数値のみで表すことは大変困難です。あくまでも定められた期間、指定した条件下において求めら

れる目標に対しての一面の達成度を見取るしかできません。 

数値のみに囚われることなく、他者からの客観的な指摘を今後の学習に生かすための機会と捉え、学びや学習活動の質を高めて欲し

いと願っています。 

今の皆さんに一番大切なことは、毎日、少しでも学習する姿勢と継

続した努力であり、これは、中学生である皆さんにとって重要なこと

です。ましてや勉強とは、義務教育段階の 10 代で終了ではありませ

ん。真の勉強は、社会人になってからこそ始まると言え、生涯続くも

のです。 

そのことを前提にして、お話をします。実際の社会に出ると、学生

時代のテストの点数よりも通信簿の数字よりも大事なものがありま

す。社会において、「どんな人が魅力ですか？」の問いに、「人に優し

い、約束を守る、責任感が強い、人としての器が大きい」という評価

はあっても「あの人は、○○で１００点取ったとか、社会科の評価が

よかった」などを、あげる人は聞いたことがありません。 

今後、本当に磨かなければならないのは、人格であり、人間性で

す。ぜひ、それぞれの皆さんだけが持っている特性、才能、豊かな心

を、テストの点数や評価だけで曇らせ、自信を失わないでほしいで

す。今回は、皆さんに八木橋 雄次郎 の「通信簿」という詩を贈り

ます。 

  

「通信簿」  八木橋雄次郎 

 

 わが子よ 

 通信簿に記載された評価が思わしくないからと 

 涙を流すことは やめよ 

 

 父は 信じている 

 おまえは これまで 

 一円の金もごまかしたことがなかったことを 

 友だちとの約束は いつもはたしてきたことを 

 そして おさない者をかわいがり 

 弱い者をいたわってきたことを 

  

 その潔白と信義と親切とは 

 人間として生きていくための至上のものだ 

 それなのに 

 おまえの通信簿のどこに 

 そのことが記載されているというのだ 

  

 わが子よ 

 涙を流すことは やめよ 

 おまえの父と母が目指している 

 もっともっと大きな通信簿に向かって 

 歩いていこうではないか 



＜生徒会役員改選＞ 

10月 6日（金）に、生徒会役員選

挙が行われました。候補者の演説や

決意表明を真剣に聞き、町の選挙管

理委員会から借用した投票箱に、本

物の選挙さながらに投票を行いまし

た。今まで学校の中心となってきた

3年生から、世代交代となりました。 

10月 10日（月）には、認証式も

行われました。先輩たちが築いてき

た伝統を大切にし、新しいリーダーとしての自覚と責任を胸

に、より充実した学校生活となるよう、導いてください。 

 

＜ロータリークラブ出前講座＞ 

10月 11日（水）に、2年生の総合

的な学習の時間での「職場体験学習」

のガイダンスとして、弟子屈町ロー

タリークラブの方を講師に招き、職

業講話をいただきました。 

町内の開成建設、摩周湖農協、釧路信用金庫の方から、そ

れぞれの仕事の内容や必要な資格、働くことの意義や町内の

企業の仕事や活動について、スライドを使って、お話してい

ただきました。 

 

＜サロンオーケストラ＞ 

10月 13日（金）に、「文化庁文化

芸術による子供育成推進事業」で、

サロンオーケストラによる演奏会が

開かれました。川湯中学校と弟子屈

高校、一般町民の方も来校し、様々な

名曲を鑑賞することができました。 

また、生徒による指揮者体験コー

ナーでは、「ハンガリー舞曲」の指揮

に挑戦させていただきました。最後には、各校の校歌をオー

ケストラで演奏していただきました。 

 

＜2年生職場体験学習＞ 

10月 18日（木）～19日（金）で、

2年生が「職場体験学習」で、町内の事

業所等でお世話になりました。 

実際に仕事を体験させていただき、

働くことの大切や意義について学ぶこ

とができる貴重な機会となりました。

受け入れ、ご指導をいただきました皆

様、本当にありがとうございました。 

 

＜第 75回文化祭開催＞ 

9月 30日（土）に、「第 75回弟子屈中学校文化祭」を開

催しました。今年度は、入場制限もなく、保護者の方をはじ

め、多くの町民の方にもご参観いただき、改めまして、お礼

申し上げます。 

＜1年生＞ 

演劇では、「ハリーポッター」の

世界を通して、仲間と協力し、一層

懸命取り組むことで試練を克服す

る様子を演じました。「何事も諦めることなく、一生懸命

取り組むこと」、「苦しいときやつらいときには仲間と支

え合うこと」の大切さを学ぶことができました。 

＜2年生＞ 

「至って普通な君とのおはなし」

という演劇でしたが、RPG の冒険

のようなストーリーをテンポよく

演じました。ダンスあり、お笑いあ

り、感動ありの演劇となっていました。一人一人の役割

を責任持って果たし、互いを支え合い、中学校生活とい

う大冒険を充実したものにする姿が見られました。 

＜3年生＞ 

演劇、オタ芸、猫バス完成までのビ

デオ、エンドロール映像、どれも完成

度が高いものとなりました。演劇で

は、演技はもちろん、命の大切さや生

きることについて考える期待を与え

てくれるストーリーがとても感動的

でした。当日のパフォーマンスも当日までの取組の様子

も、後輩たちにとって、これ以上ない素晴らしいお手本と

なっていました。 

＜合唱＞ 

合唱では、各学年とも一生懸命歌

い、ハーモニーの美しさと表現力の

豊かさが素晴らしい仕上がりとなっていました。 

＜教科作品・文科部・吹奏楽部＞ 

教科作品展は、書写、美術の授業で

の作品をハンノキモールに、総合的な

学習の時間の展示は会議室に、文科部

の作品は、美術室に展示しました。 

吹奏楽部の演奏もコンクールや北

陽高校吹奏楽局との合同演奏で磨い

た演奏技術が発揮され、会場が一体と

なって盛り上がりました。 

生徒会企画では、芸達者な生徒たち

が様々なパフォーマンスを披露しま

した。また、びっくり企画で先生方に

よるダンスもあり、生徒もご来場され

た皆様も驚きと喜びでいっぱいでし

た。 

 

 


